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このたびは、パナソニック製品をお買い上げいたださ、まことにありびとラございます。 

■取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使い<ださい。 
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本書内の表現について 

本書内で参照していただくページを （A 〇〇) 
でおしています。 


-音のエチケット- 

楽しい音楽を時と場所によっては 
気になるをのです。適度の音量に 
して隣 D お巧へ配慮しましょう。 

特に静かな夜間には窓を閉めるの 
ち一つの方をです。 



音のエチケット 
シンボルマーク 
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同姻品 

I 本機 （ SC - HTB 已已 0) 


□ メインユニット （1 個） 


专 


□ アクティブサブウ ー A -( l 個） 


0 


□ フ□ントスピーカー (2 本） 



I 付属品 

付属品をご確認ください。 


□ リモコン （1 個） 

( N 2 QAYC 0000 巨 1) 

•お買い上げ關ま、コイン 
電池が入っています。 



□ HDMI ケーブル （1 本) （1 .已 m ) 
( K 1 HA 19 CY 0001) 



□電源コード （2 本） 
( K 2 CA 2 CA 00024) 




□ スピーカーコードに本） （3 m ) 
(REE 170已:施） 
( REE 1706: 白色） 


□ スピーカージョイント部 （1 個） 
( RAQ 0085) 




□ スタンド （2 個） 
( RYQ 0853- KJ ) 


JJ 


□ スピーカー補助部に個） 
( RAQ 0089) 



□ スタンドべース （2 個） 
( RAQ 008 巨） 

クク 


□ 補助脚に個） 
( RYQ 0970- K ) 


□付属足に個） ^ > 

( RKAX 0028- K ) 


□ ねじ（日本） 

(XYN 己 + J 14 FJK ) 


% % % 
% % % 


• 付属品の品まは、2日11年12月現在のものです。変更されることびあります。 

•電源コードは、本磯専用ですので、他の機器には使用しないでください。また、他の機器の電源コードを本機に使用しないでください。 
• 包装材料などは商品を取り出したあと、適切に処理をして<ださい。 

• ル物部品については郭幼児の手の届かないところに適切に保管して<ださい。 

• イラストと実物のお状は異なっている場合びあります。 


CLUB Panasonic 

Pawa ク ewse 



付属品は販売店でお買い求めいただけます。 

パナソニックの家電製品直販ヴイト「パナセンス」でお買い求めいただ 
けるちのちあります。 

詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。 

http :// club . panasonic . jp / mall / sense / 

携帯電話からちお買い求めいただけます。 
http :// p - mp . jp / cpm / 
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メインユニット 

AC 入力端子 ( AC 入力〜）（=>21) 

スピーカー端モ(み 21) 

光デジタル音声入力端子 r テレビ」 (=>] 目） 
光デジタル音声入力端子 r 外部2」(み 20) 


アクティブサブウー八一 

已 HDM 1 映像•音声出力端子 r テレビ ( ARC 巧 
応)」吟18, 19) 

6 HDMI 映像-音声入力端子「目 D / DVD 」 

(み 20) 

7 HDMI 映像•音声入力端子「外部 1 」(A 20) 
8アクティブサブウー八一電源ボタン (A 21) 


ぺ 


V ^ 


4 


C 


④⑥ © © © © © 

■ iVVi 一し ■Vi 


メインユニット 


電源ボタン 
音量ボタン 

入力切換ボタン（押すたびに切0撰ね0ます） 
■テレビ： テレビの音声を聴く 

• BD/DVD : HDMI 入力端モ(目 D / DVD ) に 
接続された機器の音声を聴< 
■外部入力]: HDMI 入力端子(外部1 ) に接続 
された機器の音声を聴く 
■外部入力2 :光デジタル音声入力端デ(外部 2) 

に接続された機器の音声を聴< 

U モコン受信部（み己） 
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アクティブサブウー八一 

入カランプぷ1 

® テレビ入カランプ(緑色に点丹） 

@目 D / DVD 入カランプ（オレンジ色に点灯） 
煩が部入力]ランプ（オレンジ色に点な） 

© 外部入力2ランプ（オレンジ色に点な） 

音声信号ランプ(各音青入力時に点打） 

© ドルビーデジタルランプ 


© DTS ランプ 
© AAC ランプ 
•音声信号については （=> 33) 

7ワイヤレス U ンクランプ （=> 21) 


メインユニットとアクティブサブウー八一（後面） 


2 


3 4 5 6 7 


《2 I 


'1^ 

8 id )- 


各部の名前と働を 

I メインユニットとアクティブサブウー八一（前面) 


入カランプおよび音声信号ランプは、他の機能表示にち使用されます 。 （A 29) 

I/D SET ボタソま、メインユニットとアクティブサブウー八一をペアリングする場合にのみ使用します 。 （A 31) 


国 


目国 






lARCJweffl デレピ 


昼昼 

f レビ ホ12 


?レピ (ARC 冊） 


Half ! Rft . e , 


IS 

BD/DVD ホの 

X 方 力 





4 

RQT9662 


電源 


ワイヤレスリンク 


12 3 4 
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電源ボタン (马 23) 

明瞭ボイス設定ボタン (み 24) 

テレビ入カボタン (马 22) 

•テレビの音声を聴く 
目 D/DVD 入カボタン^ 22) 

• HDMI 入力端テ旧 D / DVD ) に接続された機器 
の音声を聴く 

アクティブサブウー八一(低音）ボタン （=> 22) 
音量ボタン (A 23) 

消音ボタン (A 22) 

外部入カボタン (み 22) 

け甲すたびに列部1と列部2び交互に切0換わ0ます） 
• 外部1: HDMI 入力端子（が部いに接続さ 

れた機器の音亩を聴< 

• 夕1■部2 : 光デジタル音声入力端モ(外部 2) 

に接続された機器の音亩を聴< 


絶縁シートを引き抜いてからお使いください。 



•引を抜いた絶縁シートは、適切に処理をしてく 
ださい。 


■ コイン電池を交換ずる 



© 電池を入れてホルダーを戻す 



•電池を廃棄する場合は、不燃づ S として処理し 
てください。（または、地ち自'治体の条例に 
従ってください） 


I リモコン 

本書ではリモコンの操作を中むに説明していまず。 



123 4 已678 


はじめに 





























準備 1 設置方法を選ぶ 

■設置方法は一例です。 

•お使いになる環境に応じた設置方法をお選びください。 




ち 
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スピーカーの 設置 


• プラスドライバーを用意してください。 

• スピーカーを持ち運ぶときは、必ず両手で持って運んでください。片手で持つと落下するおそれびあります。 

■ 壁掛けずるとき 

スピーカーを取り付ける 壁 および柱には、ねじ 1 本につを 33 k 旨 政上の質量を支えられる強度び必要です。施工業者の 
方にご相談されることをお勧めします。取 0 付け方び不適切だと、 壁 やスピーカーを傷つけるおそれびあります。 

■ テレビの前に横設置ずるとを 

スピーカーびテレビの各種センサー（明るさセンサーなど）や 、 U モ コン受信部、 3 D 対応テレビの 「3 D グ 
ラス用発信部」をさえざる可能性びあります。そのとさは、し^下の処置をお試しください。 

• 付属のスタンドを取り付ける場合 

各種センサーなどび正常に動作する位置までスピーカーをテレビから離して<ださい。それでち各種セン 
ヴーなどびさえぎられる場合は、スタンドを取り外して設置してください。 

• 付属のスタンドを取り付けない場合 

各種センサーなどび正常に動作する位置までスピーカーをテレビから離して<ださい。それでち各種セン 
ヴーなどびさえざ5れる場合は、テレビの両側に縦設置してください。（み1已） 


アクティ ブサブウー! \一の設置 


テレビか6約30 cm 離して設置してください。 

■テレビび無線 LAN 対応の場合、お線 LAN 部より約2 m 離して設置してください。 

■ 持ち運ぶときは 

X このすき間に手を入れて持ち運ばないでください。内側の部品 
(スピーカーユニット）を傷めるおそれびあ0ます。 



Q 底面を持って運んでください。 


他機器との干渉について 


電液の干渉を避けるため、アクティブサブウーバーと同じ周波数（已 .2 GHz 帯）の他の電気機器とは 
下記の距離を置いてください。 



が 


^ 無線 LAN など:約2 m 


(miSjlME ■- 


• メインュニットから数 m む内の平らな場所に上部パネルを上にしてアクティブサブウー八一を設置してください。 

• メインユニットやアクティブサブウー A —を金属製の棚などに設置しないでくださし、。 

• アクティブヴブウー A —やスピーカーを壁やお部屋の角に近づけすぎると、低音び出すぎる場合びあります。壁や窓を厚い 
カーテンで覆ラと問題び解消されることびあります。 

• テレビに色ムラび生じる場合は、テレビの電源を約30分切ってください。それでち直らない場合は、スピーカーをテレビと離 
して設置してください。 

• アクティブヴプウー A —、スピーカーに磁気カードや時計など磁気の影響を受けやすいちのを近づけないでください。磁気 
カードや時計などび正常に動作しな<なることびあります。 
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準備する 













準備 2 スピーカーを組み立てる 

I 壁掛けする場合 



横設置壁掛け 


□ スピーカー 
に本） 

グ 

□ スピーカーコード ^ 
(2 本） 

(左）：白色 

^ □ スピーカー 

ジョイン ト部 
(1 個） 

次 



(ち）：赤色 



□ ねじ （4 本） 






■スピーカーの落下を防ぐには、落下-転倒防止ワイヤーを取り付けてください。 （■=>] 巨) 
■取り付け作業は、柔らかい毛巧や巧などの上で行ってください。 


0スピ-力-を組み立てる 

• スピーカーは2つとち同じちのです。左ちの区別はありません。 

• スピーカージョイント部の金属部分を、スピーカーの r 型の差込□にカチッと音びするまで差し込んで<ださし、。 



• ちのイラストでちされている順番にねじを取り付けてください。 
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スピーカーコードを 差し込む 


• スピーカージョイント部のパナソニック□ゴマークの向さを基準に、左ちのスピーカーを識別してくださし、。 

• 端子の色が白色のスピーカーコードは左側のスピーカーに、赤色のスピーカーコードはち側のスピーカーにそれぞれ接続 
してください。 


白色 


ホ色 



或^^? 


溝に押し込む 


スピーカーコードを 
差し込む 
+:透明 
-：透明に青線 


• スピーカーコードを差し込む際は、被覆のある部分を挟まないよラにお気をつけください。 


0壁にねじ（市販品）を取り付ける 


I 下記の寸まを参照して、壁にねじを取り付ける位置を決めてください。 

I スピーカーの取り付け作業を巧ラ際は、スピーカーの上と左ちに吕0 mm な上のスペースを空けてくださし、。 
I 取り付ける壁およびねじには、33 kg な上の質量をまえられる強度び必要です。 



スピーカー （前面） 2白 


mm 


壁掛け用ねじ巧 


(次ぺージに続く） 


白 
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準備する 





































s スピーカーの巧に壁に取り付けたねじびしっかりはまるように、固定ずる 




■ねじびこの位置になる 
よつに、スピーカーを 
動かして < ださい。 



■ねじびこの位置だと、 
スピーカーび左ちに動 
いたとさ、落下する巧 
能性びあります。 


|師 縦設置壁掛け 


□ スピーカー 
に本） 

グ 

□ スピーカーコード ^ 
(2 本） 

(左）：白色 

^ □ スピーカー 

補助部 
に個） 




(ち）：赤色 



□ ねじ （4 本） 

伊 





■スピーカーの落下を防ぐには、落下-転倒防止ワイヤーを取り付けてください。 （■=>] 巨) 
♦取り付け作業は、柔らかい毛をや布などの上で行って<ださい。 
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Q スピーカーにスピーカー 補助部を取り付ける 


• スピーカーは吕つとち同じちのです。左ちの区別はありません。 

• スピーカー補助部の金属部分を、スピーカーの[■型の差込□にカチッと音びするまで差し込んで<ださい。 



スピ 
補助部 



前から見た図 


後ろから見た図 


C 型の差込口 





スピ-力-]-ドを差し込む 


• スピーカーコードを差し込む際は、被覆のある部分を挟まないよラにお気をつけください。 



〇スピーカー コー ドを 
差し込む 
+:透明 
-：透明に青線 


溝に押し込む 


(次ぺージに続く） 
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準備する 


















0 壁にねじ佈販品)を取り付ける 

• 下記の寸まを参照して、壁にねじを取り付ける位置をまめて<ださい。 

• スピーカーの取り付け作業を巧ラ際は、スピーカーの上と左ちに2日 mm な上のスペースを空けてください。 
• 取り付ける壁およびねじには、33 kg iU 上の質量をまえられる強度び必要です。 


¢4.0 mm 
壁または柱 



30 mm 似上 

I 

(—¢7.0 mm 〜 ct )9.4 mm 
已.已 mm 〜6 .己 mm 



スピーカー 
(後面） 


壁掛け用 
ねじ巧 


S スピーカーの巧に壁に取り付けたねじびしっかりはまるように、固定ずる 

• 前から見て、白色のスピーカーコード端子を接続したスピーカーを左側、ホ色のスピーカーコード端子を接続したスピー 
カーをち側にそれぞれ取り付けてください。 



白色： 

スピーカー （左) 



ホ色： 

スピーカー （ち) 


〇凝 

X 娘 

•ねじびこの位置になるよラに、スピーカーを 

•ねじびこの位置だと、スピーカーび左ちに動 

動かして < ださい。 

いたとさ、落下する可能性びあります。 
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呈 / +日^^ 



□ スピーカー 
に 本） 


□ スタンド 
に個） 




□ スピーカーコード 
に本） 

(左）：白色 
(ち）：赤色 

□ ねじ（日本） 




□ スピーカー 
ジョイント部 
(1 個） 


•スピーカーの落下-転倒を防ぐには、落下-転倒防止ワイヤーを取り付けてください 。 （A ] 7) 
♦取り付け作業は、柔らかい毛巧や巧などの上で行ってください。 

0 " 横設置壁掛け"の手順1、2に従ってスピーカーを組み立てる（与8, 9) 
因 スタンドを取り付ける 

• スピーカージョイント部のパナソニック□ゴマークの向きを基準に、上下を識別してください。 



スピーカーの突起部に巧を合わせてください。 
. 下の穴ではねじが取り付け5れませんので、 
使巧しないでください。 
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準備する 



























横設置付属足と補助脚を使用 



□ スピーカー 
に本） 

グ 

□ スピーカーコード 
に本） 

(左）：白色 


» □ 莫方 7 部 ^ 



(ち）：赤色 



□ ねじ（日本） 


□ 補助脚に個） 

g 

□ 付属足に個） 

OF 

m m 


■スピーカーの落下-転倒を防ぐには、落下-転倒防止ワイヤーを取0付けてください。 （=*17) 
■取り付け作業は、柔らかい毛巧やななどの上で行って<ださい。 

0 " 横設置壁掛け"の手順1、2に従ってスピーカーを組み立てる（み8, 9) 
0補助脚と付属足を取り付ける 

• スピーカージョイント部のパナソニック□ゴマークの向さを基準に、上下を識別して<ださい。 



•付属足（付属）は上のイラストで示されているように、壁掛け用ねじ巧の真下になるよラに取り付けてください。 
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縦設置スタンドベース使用 


□ スピーカー 
に 本） 


□ スピーカー 
補助部 （2 個） 


グ 


□ スピーカー 
コード に本） 
(左）：白色 
(ち）：赤色 
□ ねじ （6 本） 




□ スタンド 

ベースに個） 


♦ 


•スピーカーの落下-転倒を防ぐには、落下-転倒防止ワイヤーを取り付けてください 。 （A ] 7) 
♦取り付け作業は、柔らかい毛巧や巧などの上で行ってください。 

g " 縦設置壁掛け"の手順1に従ってスピーカーを組み立てる （ All ) 

^3スタンドべースにスピーカーコードを通ず 

♦下図におした通し巧に、裏側からスピーカーコードを通してください。（スピーカーコードびねじれていると、通し巧に通 
りにくくなることびあります。ねじれをまっすぐにしてから、スピーカーコードを通してください） 



S スピーカーを スタン ドべー スに取り付ける 

• スピーカーは2つとも同じものです。左ちの区別はありません。 



スピーカーの 巧と スタンドベースの 
突起物を合わせてください 




(次ページに続く） 
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準備する 




































スピ—力—コ—ドを差し込む 

• スピーカーコードを差し込む隙は、被覆のある部分を挟まないよラにお気をつけください。 



• 前から見て、白色のスピーカーコード端子を接続したスピーカーを左側、赤色のスピーカーコード端子を接続したスピー 
カーをち側にそれぞれ置いて<ださい。 


I スピーカーの 落下-輯倒を防ぐには 


スピーカーの落下-面倒を防ぐために、落下•面倒防止ワイヤー(巿販品）および落下•面倒防 
止ワイヤー用ねじ（巿販品）を用いて壁や机に取り付けることをお勧めしまず。 

知 - 

• 適切なエまについて施工業者のちにご相談されることをお勧めします。取り付けちぴ不適切だと、壁やスピーカーを傷つけるおそれがあります。 

• 使用するワイヤーは、直径2 mm む下で10 k 旨政上の費量をまえられる強度び必要です。 

• ワイヤーのたるみびかなくなるよラにしてくださし、。 


」壁掛けの場合 

■ 横設置壁掛け 



《落下•転倒防止ワイヤーび巧に通しにくい場合は、上のイラストのよラにワイヤーの先端から約10 mm 間隔で2個所を約4が 
に巧げてください。 
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里/ +日《^ 

置^场口 


■ 横設置スタンドまたは付属足と補助脚使用 



■ 縦設置スタンドベース使用 



• 落下■転倒防止ワイヤー用ねじを取り付ける位置は、スピーカーの設置のしかたによって蜜わります。 

《落下•転倒防止ワイヤーび巧に通しにくい場合は、上のイラストのよラにワイヤーの先端から約10 mm 間隔で2個所を約4已° 
に巧げてください。 


17 

RQT9662 


準備ずる 


















































準備 3 接続する 

•接続するとさは、各機器の電源を切ってください。 

•接続するテレビや各機器の取扱説明書わご覧ください。 

ずべての接続が完了ずるまで、各機器の電源コードをコンセントに接続しないでください。 

- 

付属 L ソがの HDMI ケーブルを ご 使用される 場合 

• HDMI ケーブルは 「 Hi 邑 h Speed HDMI ケーブル」をお買いホめください。 HDMI 規格に準拠していないケーブルでは動作しません。 

当社製 HDMI ケーブル 

品ま： RP-CDHS1 日り.日 m)、RP-CDHS1 已 （1 .巳 m)、RP-CDHS2 日 （2 .日 m)、RP-CDHS3 日 （3 .日 m) など 

本機は3□に対応していまず 

• 3□対応テレビ、3□対応のでレーレイディスクレコーダー/プレーヤーを本機に接続して、市販のブルーレイ 3 D ディスクなど 
を迫力ある 3 D 映像でお楽しみいただけます。 


I 基本の接続 


pi テレビの HDMI 入力端テに 「ARC 対応」の表示びあるかを確認ずる 

•「 ARC 巧応」の表示びある場合とない場合では、接続び異なります。 

「ARC 対応」表示あり：©の接続 
「ARC 対応」表示なし：©の接続 

知 - 

ARC t は？ ォー,； f ン…,，レ 

• ARC とは Audio Return Channel の略称で 、 HDMI ARC とわ呼ばれ、 HDMI び持つ機能の一つです。 「 ARC 対応」と書かれ 
た端子と本機を HDMI 接続すると、従来テレビからの音声を聴くために必要だった光デジタルケーブルび不要になり 、 HDMI 
ケーブル1本でテレビの映像と音声び楽しゆるよラになります。 

• 他社製テレビで、 ARC 対応であるにもかかわらず音声び本機に出力されないときは、光デジタルケーブルび必要な場合びあり 
ます。テレビの取扱説明書をご覧ください。 

回接続ずる 

Q 「 ARC 巧応 I 表おあり 
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(=) 「ARC 巧応 I 表おなし 
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準備する 




























































I ブルー レイディスク レコーダー などの機器を接続する 

ブルーレイディスクレコーダーや DVD レコーダーなどの機器を接続することびでさます。 

1 HDMI 出力端子のある機器と接続する場合 


準備ずる 

•本機をテレビと接続する （ A 18.19) 



H 己 mi 映な-音口 




iL——jj 



BD/DVD ホ班 1 

入力 入力 


メインユニット（後面) 


HDMI ケーブル • 
(別売） 


u 


台 



HDMI ケーブル 
(別売） 


ゲーム 機など 


HDMI 出力 


ブルーレイディスクレコーダー/ 
DVD レコーダーなど 


(mgSjlBlB ■-- 

スタンパイパス スルー 機能 

• 接続している HDMI 知芯機器（ブルーレイディスクレコーダーや DVD レコーダーなど）の映像や音声は本機電源「切」時ち本 
機を通過してテレビへ伝送されます。 HDMI 映像-音声入力端モ（巨 D/DVD) と HDMI 映像-音声入力端テ(外部1 ) の両方に 
機器を接続している場合、本機の電源「入」時に最後に選んでいた HDMI 入力びテレビへ伝送されます。 


光デジタル音声出力端子のある機器と接続する場合 
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I スピーカーコー ドを接続ずる 

スピーカーコード端デをメインユニット側の色と形状に合わせて接続してください。 

白色： 

スピーカー(左） 



メインユニット（後面) 


I 電源コードを接続ずる 

• 電源コードは必ず最後に接続して<ださい。 



■本機は、電源を切った状態でち電力を消費しています（メイン ユニット： 約 0.1 W 、 アクティブサブ 
ウー八一：約 0.1 W )。 長期間使用しないとさは、節電のために電源プラグを抜いておくことをお勧め 
します。電源プラグを抜くときは、必ず先に本機の電源を切ってください。 

I アクティブサブウーノ V —のワイヤレスリンクを確認する 

準備ずる 

■ メインユニットの電源を入れる。 

g アクティブサブウ-ハ-の電源を入れる国ワイヤレスリンクランプび点口してし、 

るのを確認する 



緑色に点丹：使用可能です。 （ U ンクび有効です） 
赤色に点丹：使用できません。 （ U ンクび無効です） 

ちラー度アクテイブサブウーノ V —の電源 
を「切/入」してください。 
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電源 


準備する 





























































































































テレビや映画、音楽を楽しむ 


準備ずる 

• テレビの電源を入れる 



0 [電源]を巧して、本機の電源を入れる 

回 [ テレビ ] 、 ED / DVD 巧たは [ 外部 ] 

を巧し、接続している機器を還ぶ 

•[ 外部]を巧すたびに、外部1、外部2び交互に切 
り換わります。 

■ BD/DVD またはが部 1 を選択した場合 

• BD / DVD またはが部]を選択した場合は、攻下 
の操作を行ってください。 

-テレビの入力を、本機に接続している入力に 
切り換える 

-本機に接続している機器で再生の操作をする 

■ が部2を選択した場合 

•外部2を選択した場合は、本機に接続している機 
器で再生の操作をしてください。 


0 [+音量-]を巧し、本機の音量を 
調整ずる 

• 調整範囲： 0撮ル）〜] 00慮大） 

•音量の調整時、音声信号ランプび左からち 
(+)、またはちから左（一）に点滅します。 

0 [+サブウー八一]または[サブ 

ウー J\ — —] を}甲し、ヴブウー J \ — 

レベル（低音の量）を調整ずる 

• 調整範囲： 4段階 

• [+サブウー八一]または[サブウー八一 -] を 
押すと、音声信号ランプび点滅し、現在の設 
定値び表示されます。 

設定値の表示中に再度 [+ サブウー八一]ま 
たは[サブウー八一一]を巧すと、レベルび 
調整でをます。 

このとを、音声信号ランプび左からち（+)、 
またはちから左（一 ） に点滅し、その後設定 
値表示を約10砂間表示します。 

• 最大値または最小値に到達するとボタンを押 
してちランプは点滅しません。 

• 音声信号ランプの表示は政下のとおりです。 



《お買い上げ時の設定です。 


■ 設定や動作が分か S なくなった場合は 

—度お買い上げ時の状態に戻してください （A 30) 


■ 一時的に音を消ずには 

[消音]を}甲ず（もラー度 f 甲ずと解除されまず) 


• 消音中は音声信号ランプが点滅します。 
• 音量操作や本機の電源操作を巧った場合、 
または電源コードをおさ差しした場合ち 
消音は解除されます。 
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fcg 脚 !- 

• テレビのスピーカーからち音が出ている場合びあります。その場合は、テレビの音量を最小にしてください。 

• テレビと本機の音量の最大値び異なる場合びあります。 

• 電源「切」時に日日を超えた音量になっていた場合は、次回電源「入」時には音量び巳0に設定されます （音量制限機能)。 この 
設定は觸除することをできます。 28) 

• HDMI 映像-音声入力端デ （ BD / DVD ) または HDMI 映像-音声入力端子（外部1 ) に接続した機器を再生中に、映像-音声を 
テレビに切り換えるときは、テレビの入力をテレビチューナーに切り換えてください。ビエラリンク （ HDMI ) (畔2巳）び有効 
でない場合は、本機の入力わテレビに切り換えてください。 

•本機には音量値は表示されません。シアターの音量値表示に対応した当社製テレビ（ビエラ）と組み合わせた場合には、テレ 
ビ画面に音量値び表示されます。 26) 

I 3D サウンド再生 

本機では、映像と一体になった臨場感あふれる音場を楽しむことびでさます。お買い上げ時の設定では、 
すべての入力音青に対し、 3 D サウンドの効果び働さます。 


(3 D ヴウンド再生のイメージ 図) 



3□サウンド 



■ ドルビー バー チャルス ピーカー 

後方にスピーカーを設置しなくてち、已 .1 チャンネルのよラなサラウンド効果を得ることびでさます。 

■ 3D サラウンド効果 

ドルビーバーチャルスピーカーに加え、上下/前後ち向の音場を広げ、 3 D 映像にわマッチした奧行感や 
迫力のある音を実現しています。 

■ 明瞭ボイス効果 

テレビ画面の方向からドラマのセ U フやスポーツ中継の解説などの音声び聴こえるため、映像と一体感の 
ある音び楽しめます。また、通常の音量時だけではなく、周囲への騒音び気になる夜間などのル音量時で 
わ、セ U フの聴さ取りやすさを失わずに音声を楽しむことびでさます。 

• ドルビーパーチャルスピーカーと 3 D サラウンド効果については、再生モード（み 24) を変更すること 
で、効果を「切/入」することわでさます。 

♦明瞭ボイス効果は効果のレベルを調整することびでさます。（马 24) 
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楽しむ 

















明瞭ボイスの効果のレベルを調整ずる湖瞭ボイスコント□-ラー) 


人の声をより強調して聴さ取りたい場合などに、効果のレベルを変更することびでさます。 



E U モコンの [ 明瞭ボイス +] または [ 明瞭ボイスー]を巧す 

■本機のランプが点滅し、現在の設定び表示されます。 

g ランプが点滅中に [ 明瞭ボイス +] または [ 明瞭ボイスー]を巧す 

• 調整範囲： 4段階（お買い上げ時の設定はレベル2でず） 

• 音声信号ランプの表示はサブウー A —レベルの調整時と同じです。 23) 
■明瞭ボイスの効果のレベルの調整時、音声信号ランプび左からち（+)、またはち 
から左（一）に点滅します。最大値または最ル値に到達ずるとボタンを押してちラ 
ンプは点滅しません。 

• 明瞭ボイス効果を無効にしている場台（み 28) は、明瞭ボイスの効果のレベルを 
変更することはでさません。 

• メインユニットの[音量一]と[音量 +] を同時に2秒 U (上押すことでを操作びでさます。 
現在の設定び表示されたら、再度[音量一]または[音量 +] を押してください。 


I 再生モードについて 

お買い上げ時の設定では、ブルーレイや DVD などのマルチチャンネル音声だけではなく、テレビ放送な 
どの2チャンネル音声に対してもドルビーバーチャルスピーカーと 3 D サラウンド効果び働さます。 

再生モードを変更することで、音青に応じて効果を選べます。 

再生モードを切り換えるには_ 

PI リモコンの[消音]を吕秒に Lb 押したままにずる 

• 本機のランプび点滅し、現在の再生モードび表示されます。 

g モード表示中に [ 消音]を再度押す 

•押すたびに再生モードび順に切り換わります。操作媛約]0秒で通常の表示に戻ります。 


再生モード 

ランプの表示 

ド ルビーパ‘ー チャルス ピーカー 
および 3D サラウンド効果 

サラウンド再生モード 
(初期設定） 


• ■ ■ • U « 

田 D 


すべての入力音靑に対してち効に 
します。 

自動再生モード 

《2 

1 


マルチチャンネル音青に対しては 
ち効にします。 

2 チャンネル音青に対してはお効 
にします。 


■ • • ■ ♦ - V - • 

DTS 

2 チヤンネル再生モード 


♦ ♦ > ♦ み • 乂 

AAC 


すべての入力音靑に対して無効に 
します。 


:入力信号に応じて、ドルビーバーチャルスピーカーと 3 D サラウンド効果び自動的に設定されます。 
《2:入力音声びマルチチャンネルの場合は、自動再生モード時ちこのランプび同時に点滅します。 


■組■田 £■ - 

• 光デジタル接続している場合、48 kHz を超えるサンプリング周波数の信号び入力されると、ドルビーバーチャルスピーカーと 
3 D サラウンド効果の機能は一時的に解除されます。 
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ビエラリンク （ HDMI ) を ffi う 


ビエラリンク （ HDMI ) (HDAVI Control ™) とは 

本機と HDMI ケーブル（付属または別売）を使って接続したビエラ U ンク対応機器を自動的に連動させ 
て、リモコン] つで 簡単に操作できる機能です。各機器の詳しい操作については、それぞれの取扱説明 
書をご覧ください。 

※すべての操作びでをるちのではありません。 

- 

• ビエラ U ンク （ HDMI ) は、 H 日 Ml CEC (Consumer Electronics Control ) と呼ばれる業刺票華の HDMI によるコント □— ル撒能を 
ベースに、当社独自機能を追加したものです。 

•本機はビエラリンク （ HDMI ) Ver . 己に対応しています。ビエラリンク （ HDMI ) Ver . 巳とは、従来の当社製ビエラ U ンク機能 
にち対応した最新の当社基準です。（吕011年11月現在） 

• お使いのテレビびビエラリンク （ HDMI ) が応か分からないとさは、機器にビエラ I 」ンク （ HDMI ) の n ゴマーク （ A 表紙）び付 
いているかをお確かめになるか、それぞれの取扱説明書をご覧<ださい。 

I 準備する 

0本機とビエラリンク （ HDMI ) に対応した当社製テレビ（ビエラ）とレコー 
ダー(ディーガ）を HDMI ケーブルで接続ずる (->18- 20) 

• HDMI 規格に準拠していないケーブルでは動作しません。 

g テレビ （ ビエラ）ながのすべての機器の電源を入れ、最後にテレビの電源を入れる 

0テレビ（ビエラ）の設定をじ TF のように変更ずる（機器によって表示び異なる 
場合びありまず） 

®r 電源 オン時の音声出力」を「シアター J にずる 

(操作の一例）^ニュー画面より「設定する」^「初期設定」^「接続機器関連設定」^「ビエラ I 」ンク （ HDMI ) 設 
定」^「電源オン時の音声出力」と進み、「シアター」を選ぶ 

感 「音声をシアターか 5 出ず」を 選ぶ 

(操作の一例）ビエラ U ンクボタンを押し、「音声をシアターから出す」を選ぶ 

感 r サウンド」を「オート」にずる 

(操作の一例）ビエラ U ンクボタンを押し、「シアターサウンドを切り換える」を選び、 r サウンド」をはー ト」 にする 
• テレビ（ビエラ）によって操作は異なります。詳し<はテレビ（ビエラ）の取扱説明書、電モ説明書をご覧ください。 

• 「サウンド」をけート」に設定できるのは、ビエラリンク （ HDMI ) Ver .3 政降に対応のテレビ（ビエラ）のみです。 

HDMI 入力端子に機器を接続している場合は、下記4、巳も行ってください。 

0テレビ（ビエラ）の入力を切り換え、本機を接続した HDMI 入力を選ぶ 

S HDMI 映像-音声入力端子 （ BD / DVD ) または HDMI 映像-音声入力端子 
(外部 1) に接続した機器の再生を開始し、本機の入力を BD / DVD または外 
部1に切り換え、それぞれの画像が正し<映ることを確認ずる 

- 

•各機器びビエラリンク （ HDMI ) を有効にする設定になっているか確認してください。 

• 機器を追加したときや接続しなおしたとき、工場出荷設定に戻したとき（畔 30) にわ上記の操作を行ってください。 
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I ビエラリンク （ HDMI ) ででさること 


テレビ（ビエラ）のリモコンで行う操作でず 
必ず吕已ページの「準偏ずる J を巧に行ってください 


• テレビ(ビエラ）によって操作は異なりまず。詳しくはテレビ（ビエラ)の取扱説明書、電子説明書をご覧くださし、。 

1 本機の電源を自動で r 入/切」する 


テレビ（ビエラ）の電ミ原を「入」にすると、本磯の電源を入ります。（「切」にすると、本機の電源を切れます。） 

1 テレビ(ビエラ)か日音声を出ずか、本機か日音声を出ずかを切り換える 


テレビ（ビエラ）から音声を出すとさは、テレビ（ビエラ）で「音声をテレビから出す」を選択します。 

•ビエラ1」ンク （ HDMI ) Ver .4 政降に対応の当社製テレビ（ビエラ）と組み合わせる場合は、テレビから音亩を出 
すよラに切り換えたとさ、自動的に本機の電源を切る設定をでさます。 （こまめにオフ機能） 

本機か b 音声を出すときは、テレビ（ビエラ）で「音声をシアターから出す」を選択します。 

1 本機の音量調整、消音をする 


テレビ（ビエラ）の U モコンで本磯の音量調整、消音びできます。 

■音量表示は、ビエラ U ンク （ HDMI ) Ver . 已蜘鸯に対応の当社製テレビ（ビエラ）で表示されます。 

1 音場効果を自動で切り換える（番組ぴったりサウンド） 


ビエラリンク ( HDMI ) 対応の接続機器でデジタル放送の番組を視聴または再生中、 DVD 、 CD 、 SD などを再生中 
に、そのソースサウンドを自動で切り換えることびでをます。この磯能を使ラには、テレビ（ビエラ）の「ヴウン 
ド」を「才ート」にしてください。2己） 

■手動でテレビ（ビエラ）の「サウンド」を変更して、本機のサウンド効果を連動して切り換えることをでをます。 
•番組ぴったりサウンドは、ビエラリンク （ HDMI ) Ver .3 L ツ降に対応の当社製テレビ（ビエラ）で動作します。 
•接続した磯器側で、自動的にサウンドを切り換えるかどラかの設定びでをます。詳しくは、各機器の取扱説明 
書をご養ください。 

1 番組のジャンルに台わせて消費電力を抑える(番組連動おまかせエコ） 


音量の変化び少ない番組（ドラマ、バラエティ、ニュースなど）の視聴時、自動的に消費電力を抑えます。 
•番組連動おまかせエコは、ビエラ U ンク （ HDMI ) Ver .3 政降に対応の当社製テレビ（ビエラ）で動作します。 

1 本機の入力を自動で切り換える 


テレビ（ビエラ）の U モコンでチヤンネル選択などの操作を行ラと、本機の入力はテレビになります。 

HDMI 映像-音声入力端子（日 D / DVD ) または HDMI 映像-音声入力端子（外部])に接続した機器で再生な 
どの操作を行うと、本機の入力は 巨 D / DVD または外部1になります。 

- 

• ビエラリンク （HDMI) 対応のレコーダー（ディーガ）も接続している場合、テレビ（ビエラ）の電源を U モコンで切ると、レ 
コーダー（ディーガ）の電源ち自動的に「切」になります。 

• ビエラリンク （HDMI) Ver.4 な降に対応の当社製テレビ（ビエラ）との組み合わせの場合は、本機の電源を入れると、テレビ 
(ビエラ）び r 音声をシアターから出す」設定になります。 

• ビエラリンク （HDMI)Ver.3 政降に対応している当社製テレビ（ビエラ）と接続樹こ、映像び音声よりも遅れている場合に、自 
動的に音声を遅らせて映像に近づけます。（オート U ップシンク） 


26 

RQT9662 






















必要に応じて設定する 


本磯を使ってテレビ、映画、音楽をお楽しみいただくにあた0、通常政下の操作は必要ありません。 
お使いいただく状況に応じて、必要なとさに設定してください。 

■ 二重音声放送の切り換え 

下記の操作で二重音青放送の主音声、副音声を切0換えることびでをます。 

①テレビ/レコーダーの音声出力びビットストリーム (AAC) に設定されていることを確認する 
③ U モコンの[テレビ]を2秒政上押したままにする（私下のランプび点滅します） 


を音声 


i 


副音声 




を音ド+副音ド 



感現在の状態び表示中（約] 0砂間）に[テレビ]を再度巧す 

• 押すごとに設定び切り換わります。操作後約1日秒で通常の表示に戻ります。 

• 設定は再度切り換えるまで保持されます。 

■ 音量オート機首目 

入力信号びあるレベル政上になると、出力を下げ、急激な音量差を抑える機能です。下記の操作で有効、 
無効を切り換えることびでさます。 

① U モコンの[外部]を2砂政上押したままにする化 U 下のランプび点滅します） 


音量オート機能び「有効」 


i 


音量オート機能び「無効」 


感現在の状態び表示中（約] 0秒間）に[外部]を再度押す 

• 押すごとに設定び切0換わります。操作後約10秒で通常の表示に戻ります。 

• 設定は再度切り換えるまで保持されます。 

• 音量オート機能により、音声び聴き取りにくく感じられるよラな場合には、この機能を無効に設定してください。 

■ 自動電源オフ機能（オートパワーオフ） 

入力信号びない状態で2時間し处上操作をしなかった場合に、自動的に本機の電源を切る機能です。下記 
の操作で有効、無効を切り換えることびでさます。 

© メインユニットの[入力切換]を2秒似上押したままにする（政下のランプび点滅します） 


自動電源オフ機能び「有効」 


i 


自動電源オフ機能び「無効」 


感現在の状態び表示中（約] 0秒間）に[入力切換]を再度押す 

• 巧すごとに設定び切0換わります。操作後約1日秒で通常の表示に戻ります。 

• 設定は再度切り換えるまで保持されます。 

■ リモコンモードの切り換え 

本機のリモコンで、他の当社製オーディオ製品が動作してしまラとをは、下記の操作を行い、本機と U モ 
コンを、 「U モコンモード2」に設定してください。 

© 他の当社製オーディオ製品の電源を切る 
感リモコンの旧 D/DVD] と[消音]を4秒間押したままにする 
感 すべてのランプび点滅していることを確認する 



一 「リモ コンモード 1」に戻す場合は、 
• 設定は再度切り換えるまで保持されます。 


リモコンの[テレビ]と[消音]を4抄間押したままにしてくださし、。 
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お買い上げ時に「入」になっている機能を「切」にするには 


お買い上げ時には、政下の機能び働くよラになっています。お使いいただく状況に応じて、これらの機能 
を「切」にすることちでさます。 


■ ビエラリンク （HDMIKHDAVI Control ™) 25) 

他社製 HDMI 対応機器との接続時に動作び不安定になる場合などに、下記の操作でビエラ U ンク 
( HDMI ) を使わない設定にでをます。 

① U モコンの[消音]とメイン ユニッ トの[音量一]を2秒上押したままにする 
感すべてのランプび]回点滅することを確認する 


感設定変更後に、接続しているすべての機器の電源を r 切/入」する 

• ビエラ U ンク （ HDMI ) を使わなし簡定にすると、 ARC の搬能が働かなくなりまず。必ず光デジタルケーブルを接続してください。片1目） 

■ 音量制限機能 

本機には、過大出力を制限する「音量制限機能」びあります。この機能を使ラと、電源「則時に已〇を 
超えた音量になっていた場合は、次回電源「入」時には音量び已〇に設定されます。下記の操作で機能を 
使わない設定にでさます。 

① U モコンの[消音]とメイン ユニッ トの[音量 +] を2秒し U 上押したままにする 
感すべてのランプび]回点滅することを確認する 


■ ル音量時にさ引こ声を聴を取りやずくずる機能 

本機には、ル音量時にさらに声を聴さ取0やすくする機能びあります。違和感などびある場合には、下記 
の操作で機能を使わない設定にでさます。 

①リモコンの[テレビ]とメイン ユニッ トの[音量一]を2秒似上押したままにする 
感すべてのランプび]回点滅することを確認する 


■ 3 D サラウンド効果および明瞭ボイス効果 （A 23) 

お好みで、 3 D サラウンド効果および明瞭ボイス効果を「切」にし、ドルビーバーチャルスピーカーの効 
果のみで楽しむことびでさます。 

①リモコンの旧 D / DVD ] を2秒じ(上巧したままにする（政下のランプび点滅します） 

ドルビーバーチャルスピーカー PQ 3 D サラウンド効果および 

のみ「入」 Bfl 明瞭ボイス効果ち「入」 

感現在の状態び表示中（約] 0秒間）に旧 D / DVD ] を再度押す 

• 巧すごとに設定び切り換わります。操作後約1日秒で通常の表示に戻ります。 

• 電源を「切/入」すると、効果び「入」の状態に戻ります。 

■ エコ機能 

本機には、音量をルさくしているとさに、消費電力を下げる機能びあります （ボリューム連動しっかりエコ）。 
また、番組ぴったりサウンド （A 26) と連動し、比較的音量変化の少ない番組（ドラマ、バラエティ、 ニュース 
など）の視聴時に自動的に消費電力を抑えます。 （番組連動おまかせエコ） 

• ビエラリンク （ HDMI ) Ver .3 政降に対応の当社製テレビ（ビエラ）び必要です。 
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下記の操作で機能を使わない設定にでさます。 

①リモコンの 旧 D / DVD ] とメイン ユニッ トの[音量一 ] を2秒政上押したままにする 
@すべてのランプび]回点滅することを確認する 


(miSjiBia ■- 




•が下の機能を「切」にすると、本機の電源を r 切/入」してち)、「則にした設定は保持されます。 

-ビエラ U ンク （HDMIMHDAVI Control ™) /ル音量時にさらに声を聴き取りやすくする機能/音量制限機能/ 
エコ機能（ボリューム連動しっかりエコ、ま組連動おまかせエコ） 

「入」の状態に戻すには、本機の設定をお買い上げ時の状態に戻してください。 （ A 30) 


ランプび点滅した6 


本機の状態は、各ランフの点滅によって示されます。下記に挙げる点滅はシステムの正常な動さを示しており、故障など 
の異常をおすものではありません。下記と各操作および設定に表おされる（み22、24、27〜2日）ながの点滅び表示さ 
れた場合は、「故障かな！？」（み 30) を参照してください。 

悼滅箇所_ [_ 状態_ 



音青信号ランプが同時に点滅ずる 

• 「消音」になつています 。 （A 22) 


BD/DVD ランプび点滅し、音青信号ランプび順番に点灯ずる 

• メインユニットとアクティブサブウー八一のペア IJ ング動作中です。 （=^>31) 








ドルビーデジタルランプが約10秒間点滅する 

• 再生モードをサラウンド再をモードに設定中です。（皆 24) 

• 二重音声放送をま音声に設定中です。 （=> 2乃 

• 3 D サラウンド効果および明瞭ボイス効果を「入」に設定中です。 28) 

• ヴブウ ー A - レベルまたは明瞭ボイスコント □- ラーびレベル1に設定中です。 22. 24) 
ドルビーデジタルランプと DTS ランプが約10秒間点滅ずる 
• 再生モードを自動再をモードに設定中です。（皆吕 4) 

• ヴブウ ー A - レベルまたは明瞭ボイスコント □- ラーがレベル2に設定中です。 22. 24) 

DTS ランプが約10秒間点滅ずる 

• 再生モードを自動再生モードに設定中です。 24) 


DTS ランプと AAC ランプび約10秒間点滅する 

• ヴブウー八ーレベルまたは明瞭ボイスコント□-ラーびレベル3に設定中です。 22 . 24 ) 


AAC ランプび約10砂間点滅する 

• 再生モードを2チャンネル再生モードに設定中です 。 （A 24) 

• 二重音声故送を副音声に設定中です。 （=> 27) 

• 3 D サラウンド効果および明瞭ボイス効果を「切」に設定中です。 （=^^28) 

• ヴブウ ー A - レベルまたは明瞭ボイスコント □- ラーがレベル4に設定中です。片22、 24) 

ドルビーデジタルランプと AAC ランプが約10砂間点滅ずる 

• 二重音声放送を主音声+副音声に設定中です。 27) 


ずべてのランプが約10秒間点滅する 

• U モコンモードを切り換えました。（畔 27) 

ずべてのランプが1回点滅する 

• ビエラリンク （ HDMI)(HDAVI Controf ™)、 ル音量時にさらに声を聴き取りやすく 
する機能、音量制限機能、エコ機能（ボ U ューム連動しっかりエコ、番組連動おまか 
_せエコ）のいずれかを r 切」にしました。（皆 28) _ 

※選択している入カランプち点打します。 


2白 


レビ腑 DVD 卜拙 -2 


: t AAC 


田 D 


AAC 


だ の / 的 D J ’ 片田 D DTS AAC 
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故障かな！？ 


故障かな？と思った5む下の項目を確かめて< だ 
さい。それでも直5ないときや、症状が載ってい 
ないときは販売店にご相談ください。 


本機の設定をお買い上げ時の状態（工場出 
荷設定）に戻ずには 

•本機の動作がおかしいと思われる場合、一度 
お買い上げ時の状態に戻ずと、症げが改善さ 
れることがありまず。 

® 電源 r 入」の状態で、；><インユニットの電源ボ 
タンを4砂じ(上押したままにする。 

感メイン ユニッ トのすべてのランプが2回点滅 
し、通常の表示に戻ることを確認する。 

• お買い上げ時の設定に戻ります。 

•本機の U モコンモードび「1」に設定されま 
す。必要に応じて U モコンモードを再設定し 
てください 。 （A 27) 


共通 

電源が入5ない。 

• 電源プラグびコンセントに正しく接続されていますか。（み 21) 
• 電源ボタンを押してち本機のランプび点滅し、すぐに 
電源が切れてしまラ場合は、電源プラグを抜を、販売 
店にご相談ください。 


リモコンが働かない。 

• 電池が消耗している場合は電池を交換してください。日) 
• 絶縁シートを抜いてください。吟曰） 

•電池を交換後、 IJ モコンモードの再設定び必要な場合 
びありまず。 27) 

• U モコンび正しく働く範囲でお使いください。己） 


本機のリモコンで、他の当社製オーディオ製品が 
動作してしまラ。 

•本機とリモコンを、「リモコンモード2」に設定してく 
ださい。 （=> 27) 


テレビ入カランプが点滅し、音が出ない。 
•電源を切り、電源プラグを抜いたラえで、販売店にご 
相談<ださい。他のランプち点滅している場合は、ど 
のランプかをお知らせ < ださい。 


本機の電源が自動的に切れてしまった。 

• 本機では入力信号びな<、無操作状態び約2時間続 < と、 
自動的に電源を切る機能びあります。（オー ト パワーオフ） 
この機能を使わない設定にできます。 （=> 27) 


テレビか5音声を出す設定にずると、本機の電源が 
切れてしまった。 

• ビエラ U ンク （ HDMI ) Ver .4 降に対応の当社製テレ 
ビ（ビエラ）と組み合わせると、こまめにオフ機能が働 
く場合びあります。 （=> 26) 

HDMI 

正常に動作しない。 

• HDMI の入力端子と出力端子を間違えて接続していま 
せんか。電源を切り、電源プラグを损いてから接続し 
なおしてください。18〜 20) 


ビエラリンク （ HDMI ) が働かなくなった。 
•接続した機器のビエラリンク （ HDMI ) 設定を確かめて 
<ださい。 

• ビエラリンク （ HDIVll ) の効果を切っていませんか。 28) 
• HDMI 機器の接続変更、停電、コンセントの振を差しび 
原因の可能性びあります。な下を試してみてください。 

- HDMI ケーブルで接続したすべての機器の電源を入 
れた状態で、テレビ（ビエラ）の電源を入れなおず。 
-テレビ（ビエラ）のビエラリンク CHDMI ) の設定を一 
度「切」にした後、再度入れなおす。詳しくはテレビ 
(ビエラ）の取扱説明書、電子説明書をご覧<ださい。 

-テレビ（ビエラ）と本機を HDMI ケーブルで接続し 
てテレビ（ビエラ）の電源を入れ、そのまま本機の 
電源プラグを一度巧いてから接続しなおす。 


HDMI 接続で、始めの数秒間の音声が再生されない。 

• DVD をチャプターか5再生した場合に起こることがあ 
ります。接続した映儘機器のデジタル音声出力の設定を 
ビットスト U —ム設定から PCM 設定にしてください。 


他社製 HDMI 対応機器(テレビやでレーレイディスク 
レコーダーなど）との接続時に、動作が不安定になる。 

• ビエラ I 」ンク （ HDMI ) を使わない設定にしてください。 28) 


点灯-点滅していた本機のランプが消えてしまった。 

• 本機ではランプの点な-点滅によって機能の状態を一 
定時間表します。点な-点ミ威後に消なしてち本機の故 
障ではあ D ません。 
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音声 


機器の再生を始めても音 （ または映像）が出ない。 

• 「消音」になっている場合、消音を觸除してください。 

消音中は音声信号ランプび同時に点滅します。（み 22) 
* 機器び正しく接続されていますか。（み18〜 21) 

• 本機で再生できるデジタル信号か確認してください。（み 33) 
• 本機の電源を「切/入」してください。 

• テレビと HDMI 接続をしている場合は、テレビの HDMI 
端子に 「 AR 巳対応」と表おされているか確認して<だ 
さし'!。表おびない場合は、 HDMI ケープルに加えて光 
デジタルケープルを接続してください。（み18, 19) 

* 当社製テレビ（ビエラ）を接続している場台、本機の 
電源ボタン、あるいは U モコンで本機の電源を入れる 
と、本機から音び出ない場をびあります。ビエラ I 」ン 
クを使用し、テレビ（ビエラ）の U モコンによる電源 
操作を行ってください。（み 26) 

• 接続経路に問題びない場合、ケーブルの異常かをしれ 
ません。お手持ちの他のケープルで、再度接続を試み 
てください。 

• 入力信号を正しく選択してください。 

• 外部1入カランプび点滅し、音び出ない場合は、 LiTF ® 
処置をしてください。 

①接続した機器の電源を「切/入」する 
霞本機の電源を切り、 HDMI ケープルを抜を差しした 
禮、再度電源を入れる 

デジタル放送で二重音青放送の切り換えがでをない。 

• テレビ/レコーダーの音声出力びビットスト U —ム 
CAAC ) に設定されているか確認してください。 （ A 27) 

已〇を超えた音量にして電源を切ると、巧回電源 
を入れたとき音量が已〇になってしまう。 

• 本機には、過大出力を制限する「音量制限機能」びあ 
りまず。この機能を使わない設定にできます。（み 28) 

ル音量時に声が強調されずぎたり、声の質に違和 
惑があったりずる。 

♦本機には、ル音量時にさらに声を聴を取りやずくする 
機能があります。違和感などびある攝合には、この機 
能を使わない設定にでさます。 28) 


音が出なくなった。電源が勝手に切れる。（本機は 
異常を検出ずると、保護图路が働いて電源を自動 
的に切りまず。） 

• アンプの出力異常でず。音量を下げ、電源の「切/入」 
をしてみてください。 

• 著し<大をな音で聴いていませんか。または異常に暑 
い場所で使用していませんか。 

づ音量を下げるなどして原因を觸消し、しばらく待っ 
てから再び電源を入れてください。（保護回路の動作 
が辭除されます。） 

それでも同じ現象び起こる場合は、電源を切り、電源フラ 
グを损いた後、販売店にご相談<ださい。ランフび点減し 
ているとさは、そのランフの位置をお知らせ<ださい。 

地上デジタル / BS 放送の番組で始めの数秒間の音 
声が再生されない。 

• テレビ（ビエラ）の「デジタル音舌出力」を 「 PCM 」 ま 
たは 「 AAC 」 に変更してみてください。詳しくはテレビ 
(ビエラ）の取扱説日月書、電子説日月書をご覧<ださい。 


アクティブサブウーノぃ 


アクティブサブウー A —の音が出ない。 

• ワイヤレス U ンクランプび緑色に点なしているか確認 
してください。 21) 

ワイヤレスリンクランプがホ色に点好ずる。 

• アクティブサブウー从一びメインユニットと無線接続して 
いません。下を試してみてください。 

一六インユニットの電源を「切/入」する 
-アクティブサブウー从一の電源を「切/入」する 
ーアクティブサブウー A —の電源を切ったあと、電源 
コードを振を差しする 

• アクティブサブウー A —びメイン ユニッ トと正しくペア1」 
ングされてレなレ可能性があります。 ■ UTF の処置をしてく 
ださレ。 

①六インユニットとアクティブヴプウー A —の電源 
を「切/入」する 

感アクティブサブウー A —禮面の n / DSET 」 を押す 
(ワイヤレス U ンクランプび赤色と緑色に交互に点 
好します） 

感 I 」モコンの「が部」と六インユニットの r 音量+」を 
約2秒押す（巨 D / DVD ランプが点ミ威し、音声信号 
ランプび順番に点なしまず） 

•ペア U ングび成功すると、巨 D / DVD 入カランプ 
の点滅び止まり、ワイヤレス U ンクランプび緑色 
に点なしまず。 

感六インユニットの電源を「切/入」ずる 

それでわ症状び改善されない場合は、お買い上げの販売 
店にごネ目談 < ださい。 
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困つたとさは？他 
















仕様 


総合 


消費電力（メインユニット）： 

48 W 

消費電力(アクティブサブウー八一）： 

已2 W 

電源スタンバイ時の消費電力 


消費電力（メインユニット）： 

約0.] W 

消費電力(アクティブサブウーバー）： 

約0.] W 


電源： AC ] 日日 V 、已0/日0 Hz 


ワイヤレス部 

周波数帯域： 日.18 GHz - 5.24 GHz 

チャンネル数： 4 

サブウー八一部 

1ウェイ1スピーカーシステム（バスレフ型） 
16 cm コーン型ウーバー 


メインユニット 

寸法(幅X高さX奥巧）： 3]0 mmx 44 mmx ]9 已 mm 
質量： ]. 1 k 邑 

アクティブサブウー八一 

寸法(幅X 高さ X 奧巧）：180 mmx 408 mmx 306 mm 
質量： 已ぶ!<呂 

動作使用条件 

周囲温度： 0む 一40む 

相対湿度： 20 %- 80 % RH 

(結露なさこと） 


アンプ部 


実用最大出力台計値： 240 W 

(同時駆動、 」 EITA ) 
実用最大出力（同時駆動、 JEITA ) 


フ□ント（し R) : 

サブウー八一： 

負荷インピーダンス 
フ□ント（し R) : 
サブウー yv —： 

信号対雑音比 （SN 比) 
BD/DVD、 テレビ： 


60 W +60 W 
(1 kHz 、 6の 
12日 W (1 日日 Hz ' 8 n ) 

6 n 

8 0 

86 dB 


スピーカー部 


フ□ントス ピーカー （L/R) 

吕ウェイ吕スピーカーシステム（パスレフ型） 

扫.已 cm コーン型ウーバ ー X 1 
2.5 cm セミドームツイータ X 1 
インピーダンス： 6 n 
再生周液数帯域： 1日日 Hz - 3日 kHz (- 1目服) 

150比-25 kHz(-l 日服) 


横設置スタンド使用時 

寸法(幅X高さX奥巧）： 9已日 mmxl 曰 2 mmx 74 mm 
質量： 1.61 k 旨 


横設置付属足と補助脚使用時 

寸法（幅X高さX奥巧）： 9巳目 mmx 78 mmx 巳巳 mm 
質量： ] .已7 k 邑 


横設置（壁掛け使用時） 

寸法（幅X高さX奧巧）： 9巳目 mmx 7 己 mmx 3 巳 mm 
質量： ] .已4 k 呂 


縦設置スタンドベース使用時 


寸法(幅 X 高さ X 奥行）： 
質量： 

縦設置（壁掛け使用時） 
寸法(幅 X 高さ X 奥行）： 
質量： 


148 mmx 巳28 mmx 14已 mm 
0.88 kg 

7巳 mmx 478 mmx 3 巳 mm 
0.77 kg 


入出力端子 


音声 

光デジタル音声入力： 2(テレビ、外部 2) 

映像-音声 

HDMI 入力： 2 (目 D / DVD 、 外部]) 

HDMI 出力： 1[テレビ ( ARC 対応）] 

本システムは、ビエラリンク Ver .5 に対応しています。 



• この仕様は、性能向上のために変更することびあります。 
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本機で再生でをるデジタル信号 


I 音声信号 
AAC 

ドルビーデジタル 
DTS 

LPCM (吕チヤンネル） 


地上デジタル放送や目 S 放送など 
ブルーレイディスクが DVD など 
ブルーレイディスク传 DVD など 
CD や DVD オーディオなど 


LPCM (マルチチャンネル） ブルーレイディスクや DVD オーディオなど 


着作権など 


ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。 Dolby . ドルビー 、 Pro Logic 及びダプル D 記 
号はドルビーラボラト U —ズの商標でず。 


米国特許番号：已，日已日，日74:己，974.380:巨,487.己3日の実施権、及び米国、世界各国で取得済み、または出願中のそ 
の他の特許に基づき製造されています。 DTS 、 シンボルマークおよび DTS とシンボルマークとの複合□コは DTS , Inc . 
の登録商標です 。 DTS Digital Surround および DTS □二(は DTS ， Inc . の商標です。製品はソフトウエアを含みます。 
© DTS , Inc . 無断複写-転載を禁じます。 


HDMI、HDMI □二 L および Hi 邑 h-Definition Multimedia Interface は、米国およびその他の国における HDMI 
Licensin 邑 LLC の商標または、登録商標です。 


HDAVI Control ™ は商標です。 


—このマークびある場合は一 



ヨー□ッパ連合 1 U 列の国の廃棄処分に関ずる情報 

このシンボルマークは EU 域内でのみ有効です。 

製品を廃棄する場合には、最寄りの市町村窓口、または販売店で、正しい廃棄ち法をお 
問い合わせください。 


お手入れ 


電源プラグをコンセントから巧さ、乾いた柔らかい巧でふいてください。 

■巧れびひどいとさは、水にひたした巧をかたく絞ってか5巧れをふさ取0、そのあと、乾いた柔5かい 
布で軽くふいてください。 

•アクティブサブウー八一やスピーカーの光ミ尺部は、さめの粗い巧でふくと傷つくおそれびあ0ます。ま 
たスピーカーネット部は、ティッシュや繊維びほどけやすい巧（タオルなど）でふくと繊維び内部に入る 
おそれびあります。これらの部分は、乾いたさめの細かい巧（眼鏡ふをなど）でふいてください。 
■ベンジン、シンナー、アルコール、台所洗剤などの溶剤は、が装ケースび変質したり、塗装びはげるお 
それびありますので、使用しないでください。 

•化学ぞうきんをご使用の隙は、そのミ主意書きにがってください。 


33 

RQT9662 


困つたとさは？他 








ワイヤレス機能にごいて 

本機は、巳ぶ GHz 帯の周波数帯を使用しているため、障害物で電波がさえぎられた0、周囲の環境（外 
部からの電波の混入など）や本機をご使用になる建物の構造（電波を反射しやすい壁など）によ0、音が 
途切れたり、雑音び出る場合びあります。下記の内容にごを意いたださ、正し<設置してください。 

■ 機器認定 

本機は、電波法に基づく技術基準適合話明を受けていますので、無線局の免許は不要です。ただし、本機 
に下の行為を行ラと法律で罰せられることびあ0ます。 

• 分解-改造ずる 

■ 使用制限 

• 曰本国内でのみ使用でさます。 

•;> (インユニットとアクティブサブウー八一は屋内専用です。使用時は、同一部屋内でお使いください。 

■ メインユニットとアクティブサブウー八一の間に障害物を置かない。メインユニットやア 
クティブサブウー八一の上に物を置かない。 

本機の電波び届く範囲は、同一部屋巧で最大 ] 0 m です。メインユニットとアクティブサブウー八一の間に障 
害物びある場合や、本機を床面から旦日 _ Qm 政下の高さにおいた場合は、電波の届く範囲は短くなります。 

■ 電波干渉を生じるような機器か6本機を離ず。 

於下のよラな機器び近くにあるとをは、本機をそれらの機器から離して設置してください。 

• 無線 LAN 巧応機器など ： 約を ぶ む 上 

本機は、これらの家庭用機器との電波干渉を自動的に避けるよラに設計されています。電波の干渉びある 
場合、アクティブサブウー八一のワイヤレス U ンク表示 （A 21) び赤色に点打し、アクティブヴプウー 
八一か5の音が途切れたり、雑音び出る場合びあ0ます。これは本機び適切な周波数を選ぶとさに起さる 
現象で、本機の故障ではありません。 

■ 電波び反射しやずい金属物などの近くか S できるだけ離ず。 

本機を設置する部屋に金属物や家具などびあると、電波び反射しやす<な0視聴位置によって音び途切れた 
り、雑音び出る場含があります。このよラなときは、本機の位置をかし動かすと改善される場合びあります。 
また、人の出入りが激しい部屋などに置いた場合ち、電波び反射しやすくなりますので、ごを意ください。 
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まを上のごを意 (必ずお守日 < ださい) 


人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 

■誤った使い方をしたときに生じるを害や損害の程度を区分して、説明しています。 


A 警告 

「死 t や重傷を負ラおそれびある内容」でず。 


「軽傷を負ラことや、財産の損害び発生する 
おそれびある内容」です。 

A 江局 


■おずりいただく内容を;欠の図記号で説明していまず。（巧は図記号の例です) 


0 してはいけない内容でず。 

実行しなければならない内容でず。 



RQT9662 


電源プラグのほこり等は定期的にとる 


〇 


プラグにほこり等びたまると、湿気 
等で絶縁不良となり、火災の原因に 
な0ます。 


>電源プラグを抜さ、乾いた巧でふいてください。 


電源プラグは根元まで確実に差し込む 


〇 


差し込みび不完全ですと、感電や 
発熱による火災の原因になります。 


•傷んだプラグ•ゆるんだコンセントは、使わない 
で < ださい。 

雷が鳴った5、本機や電源プラグに触れない 

感電の原因になります。 

接軸禁止 

めれた手で、電源プラグの巧き差しはしない 


めれ手禁止 


感電の原因になります。 


異常•故障時には直ちに使用を中止ずる 


異常びあったときには、電源プラグを巧く 




電源プラグ 
を抜く 


煙が出たり、異常なにおいや音がずる 
映像や音声が出ないことがある 
巧部に水や異物が入った 
電源プラグが異常に熱い 
本体に変おや破損した部分がある 


そのまま使うと火災•感電の原因になります。 

• 電源を切り、コンセントか日電源プラグを抜いて、 
販売店にご相談<ださい。_ , 

電源コード•プラグを破損ずるよラなこ 
とはしない 

(傷つける、加工する、熱器具に近づける、無理に m ば 
る、ねじる、弓|っ張る、重い物を載せる、束ねるなど） 

傷んだまま使用すると、乂災•感電 • 
ショートの原因にな D まず。 


0 


• コードやプラグの修理ま、販売店にご相談ください。 

コンセントや配線器具の定格を超える使い 
かたや、交流100 VLU 列での使用はしない 


0 


たこ足配線等で、定格を超えると、 
発熱による乂災の原因になります。 


困つたとさは？他 


安全上のご注意 



















A 警告 



内部に金属物を入れたり、水などの 
液体をかけたりめ5したりしない 


0 


シヨートや発熱により、火災•感電 
の原因になります。 


• 機器の上に水などの液体の入った容器や金属 
物を置かないでくださし、。 

• 特におモ様にはごミち意ください。 

V ノ 


^ねじ類やコイン電池、付属足は、 
乳幼児の手の届 < ところに置かない 


0 


誤って飲み込むと、身体に悪影 
響を巧ぼします。 


• 万一、飲み込んだと思われるとさは、すぐに医 
師にご相談くださし、。 


自動ドア、义災報知機などの自動制御 
機器の近 < で本機を使用しない 


0 本機か5の電波び自動制御機器に影響 
を及ぼすことがあり、誤動作による事故 
の原因になります。 


病院内や医療用電気機器のある場所 
で本機を使用しない 


0 本機か日の電波び医療用電気機器に景ミ 
響を及ぼすことびあり、誤動作による事 
故の原因になります。 


む臓ペースメーカーを装着している 
方は装着部か522 cm む内で本機を 
使用しない 

0 本機からの電波びぺースメーカーの 
作動に影響を与える場合びあ0ます。 

^_ _ _ J 


分解、改造をしない 

® 内部には電圧の高い部分びあり、 
感電の原因になります。 

分稱禁止 

V_ J 


( 垂直な堅 LU がの場所に取り付けない 


0 落下したり、破損して、けびの原 
因になることびあります。 




本取扱説明書で指示した似外の取り 
付けは巧わない 


0 落下したり、破損して、けびの原因に 
なることがあ0ます。 


^荷重に耐え5れない場所に取り付 
けない 


0 取り付け部の強度び弱いと、 

落下してけびの原因にな0ます。 


壁掛けの取り付け強度は33 kg む上 
を確保ずる 


〇 強度び不足すると、落下し 
てけびの原因になります。 


長期使用を考慮して設置場所の強度 
を確保ずる 

〇 長期使用により設置場所の強度び 
不足すると落下してけびの原因に 
なりまず。 
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么注意 


スピーカーは 付属のちのを接続ずる 


〇 


付属!;!外のスピーカーを接続する 
と、スピーカーび発熱し、火がの原因 
になることびありまず。 


長期間使わないとをや、お手入れのと 
きは、電源プラグを巧く 


取り付けねじや電源コードび壁内部の金属 
部や配線部材と接触しなしけうに設置ずる 


〇 


壁内部の金属部や配線部材と接触して、 
感電の原因になることびありまず。 




通電状態で放置、保管すると、絶縁 
祟化、ろう電などにより、火災の原因 
電源ブ^づ.になることびあります。 

を巧く_ 

コードを接続した巧態で移動しない 

0 接続した状態で移動させようとすると、 
コードび傷つさ、火災•感電の原因にな 
ることびあります。また、弓 I っかかって、 
けがの原因になることびあります。 

\ _ ノ 

コイン電池は誤った便いかたをしない 

0 * 指定 1 U がの電池を使わない 
•©と©は逆に入れない 
• 加熱•分解したり、水などの液体や 
义の中に入れたりしない 
• ネックレスなどの金属物といっしょにしない 
取り扱いを誤ると、液ちれ•発熱•発火•破裂などを起 
こし、火災や周囲ち損の原因になることびありまず。 

V_ ノ 

う^安定な場所に置かない 


テレビ台やラックなどに置いたり、 
テレビの前に置いて使うときは、落下- 
お倒防止処置をずる 


〇 


倒れた D 落下すると、けびの原因に 
なることびあります。 


»落下•転倒防止処置は工事郭碟者にごネ目談ください。 


本機の上に重い物を載せたり、乗ったりしない 


0 


倒れたり落下ずると、けがの原因になる 
ことがあります。また、重量でが装ケー 
スび変おし、内部部品が破損すると、火 
災•故障の原因になることびありまず。 


湿気例にりのをいところ、油煙や湯気、熱が 
当たるところ、エアコンの下などの水滴がか 
かるおそれのあるところに取り付けなし、 

電気び油や水分、ほこりを伝わ0、火 
災•感電の原因になることがありまず。 


0 


0 


•高い場所、水平政がの場所、振動 
や衝撃の起こる場丽こ置かない 

倒れたり落下すると、けがの原圆こなることがあ脯す。 

アクティブサブウーバーの下部の開口部に 
手や足を入れない 


異常に温度が高くなるところに置かない 


0 


誤ってスピーカーの転倒によるけび 
の原因になることびあ0ます。 


•特にお子様にはごを意くださし、 


0 


温度び高 < なりずざると、火災の原 
因になることびあります。 


■直射日光の当たるところ、ス I -ーブの近 < では 
特にご注意くださし、。 

■また、外装ケースや内部部品び莫化する原因に 
^ちなりますのでご注意ください。_ 

放熱を巧げない 


0 


内部に熱びこをると、火災の原因に 
なることびあ0ます。 


■側面の通風孔をふさびないでくださし、。 

■また、外装ケースび変形ずる原因にもなりますの 
でごま意 < ださい。 
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安全上のご注意 


















保証とア フターサー ビス (よ < お読み < ださい） 

修理を依頼されるときは 

r 故障かな！？」0=^ 30, 31) でご確認のあと、直 
らないとさは、まず電源プラグを抜いて、お買い 
上げ曰と下記の内容をご連絡ください。 

♦製品ち ホームシアターオーディオシステム 


• 品番 SC - HT 己己已〇 


参故障の状況 でさるだけ具体的に 


使いかた • お手入れ•修理などは 
■ まず、お買いボめ巧へご相談ください。 


▼お買い上げの際に記入されると便利です 


/- 

販売店名 



- 

電話 （ 

) 

— 


お買い上げ曰 

年 

月 

曰 


• 保話期間中は、保話書の規定に従って出張修理いたしまず。 

保証期間：お買い上げ曰から本体]年間 

• 保証期間終了をは、診断をして修理できる場合はご要望により修理させていただきまず。 


《修理料金は次の内容で構成されています。 


^技術料 I 診断-修理-調整-点検などの費用 
L 部品げ I 部品およぴ補助材料げ 
L 出張料 I 技術者をお遣ずる費用 


《補修用性能部品の保有期間 I S 年 

当社は、このホームシアターオーディオシステムの補修用性能部品（製品の機能を維持するための部品) 
を、製造打ち切り後8年保有しています。 


■ 転居や贈答品などでお困りの場合は、次の窓口にご相談ください。 

ご使用の回線 （ IP 電話やひかり電話など）によっては、回線の混雑時に数分で切れる場合びあります。 

•使いかた•お手入れなどのご相談は •• • ♦< 度理に関するご相談は ••• 


パナソニック お客様 ご 相談センター 


雲巧 
巧 D 白 

フリー 
タイヤル 


365曰受付9時〜20時 

函0120 -878-365 

I ® ※携帯電話- PHS からをご利巧に 
なれます。 


パナソニック 修理 ご 相談窓 □ 


茹ル函》01 20-878-554 

巧丑!正 a ※携帯電話 • PHS か5をご利用に 
なれます。 

•上記電話番号びご利用いただけない場合は、 

香■地域の「イ較里ごホ^畜口」におかけください。 


【ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて】 

パナソニック株式舎社およびグループ関係会社は、お客様の個人情報をご相談对応や修理対応などに 
利巧させていたださ、ご相談内容は録音させていただをます。また、巧0返し電話をさせていただく 
とさのために発信番号を通知いただいております。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委 
託する場合传正当な理由びある場合を除を、第兰をに開示•提供いたしません。個人情報に関するお 
問い合わせは、ご相談いたださました窓□にご連絡ください。 
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■各地域の修理ご相談窓 □ ^電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 

•地区■時間帯によって、集中修理ご相談窓口に菌送させていただく場をびございます。 

地海道地区 ] 近畿地区 


札幌巧 (011 旧 94-1 251 札幅市厚別区厚別南 滋賀巧 (077)582-5021 守山市水保町]1日6番地の 1 


2 T 目] 7-7 

京都巧の 75)646-2123 京都市南区上鳥羽中河原 

胆り I S (0166)22-3011 欄 I 怖2条通1色 了 目11日日 

3番地 

帯広巧 (0155)33-8477 帯に市西20条化 

大阪巧 (06)7730-8888 大阪巿城東区関目 

2 T 目23-吕 

2 了 目1己-己 

函館 S (0138)48-6631 函館市西悟梗日89番地 24] 

奈良巧 (0743)59-2770 大和郡山市筒井町8日□番地 

(函館流通卸センター內） 

和歌山巧 (073)475-2984 和歌山市中島 499-1 

I 東北地区 I 

兵庫巧の 78)796-31 40 神戸市涙磨区弥栄台 

青森巧 (017)775-0326 青森市大字お田字豊田364 

3 了 目] 3-4 

が:田巧 (018 旧 68-7008 秋田市列祀川字ル谷地3-] 

中国地区 I 

岩手巧 (019)645-61 30 盛岡市厨川5了目 1-43 

鳥取巧の 857)26-9695 鳥取市安長2目日-1 

宮城巧 (022)387-1 117 仙台市宮城野区扇町 

米子巧 (0859 巧 4-2129 米子市米原 4 T 目 2-3 吕 

7-4-18 

お江巧 (0852)23-1 128 お江市平成町182番地14 

山お巧 (023)641-81 00 山形市平清水 1 T 目 1-7 己 

出雲巧の 853)21-3133 出雲市渡橋町416 

福島巧 (024)991 -9308 郡山市亀田] T 目日]-1已 

浜田巧 (0855)22-6629 お田巿下府町327-日3 

首都圍地区 1 

岡山巧 (086)242-6236 岡山市化区野田 

栃木巧の 28)689-2555 宇都宮市上戸祭3了目 3-1 日 

3 T 目20番8号 

群馬巧 (027)254-2075 前橋市箱田町32己- 1 

広島巧 (082)295-5011 広島市西区南観音 

茨城巧 (029 旧 64 ぶ 756 つくば市筑穂 3 T 目1己-3 

1 了目 13-5 

埼玉巧 (048)728-8960 桶川市赤掘2了目 4-2 

山 □ 巧の 83)973-2720 山口市ル郡下郷2200 

千葉巧 (043)208-6034 千葉市中央区末広日下目9-已 

四国地区 1 

東京巧 (03)5477-9700 東京都世田谷区宮坂 

きり 1 巧 (087)874-31 10 高松市国分寺町国分 

2 T 目2巨-17 

3己9番地3 

山梨巧 (055)222-5822 甲府巿ま 1 T 目 4-1 3 

徳島巧 (088)624-0253 德島巿沖お吕 T 目3已 

巧就 II 巧 (045 旧 47-9720 横お市港南区日野 

高知巧 (088 旧 34-3142 高知巿仲田町 2-1 目 

已 T 目 3-1 巨 

愛媛巧 (089)905-7544 愛媛県伊予郡抵部町八倉 

新漏巧 (025)286-01 80 新漏市東区東明 1 T 目 8- 14 

7己-1 

1中部地区 1 

1九州地区 1 

石り 1 巧の 76)280-6608 金お市玉鲜2了目 

福岡巧 (092)593-8002 春曰市春日公園 3 T 目48 

266番地 

化賀巧 (0952)26-91 51 佐賀巿離島町大字八戸 

富山面の 76)424-2549 富山巿根塚 KPT 目 1-4 

字 上深町3044 

福井巧 (0776)21 -0622 福井市問屋町 2T 目 14 

長崎巧の 95)830-1658 長崎市東町191目-1 

長野巧 (0263)86-9209 お本巿寿北7 了 目 3-1 1 

大分巧 (097)556-381 5 大分市款原 4 T 目 8-3 日 

静岡巧 (054 に 87-9000 静岡市駿河区高お 

宮崎巧 (0985)63-1 213 宮崎市本郷北方字草葉 

2 T 目 24-24 

2099 -2 

愛知巧 (052 旧 19-0225 名古屋市瑞穂区塩入町 

熊本巧 (096)367-6067 熊本巿健軍本町 12-3 

8-10 

鹿巧島巧 (099)250-5657 鹿お島市与次郎1 T 目日-33 

岐阜巧 (05 が 278-6720 岐阜市中鶴4了目42 

大島巧の 997)53 う 101 奄美市名;頼朝仁町1 1-2 

= ■ S (059)254-5520 津市义居野村町字 山 巧 42] 

1ミ中縄地区 1 

沖縄巧 (098 旧 77-1207 浦添巿城間4了目吕 3-1 1 


所在地、電話番号は変更になることびありまずので、ち 5 かじめご了をください。 

最新の「各地域の修理ご相談窓口」はホームぺージをごま用ください。 

http :// panasonic . co . jp / cs / service / area.html 0511 
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困つたとさは？他 






















会員サ仆 rCLUB Panasonic」 でに‘' 愛用者登録」 をしてくださし、 


PC 


http://club.panasonic.jp/ 


※このサービスは WEB 限をのサービスです。 



♦使いかた•お手入れなどのご相談は ••• 


♦修理に関ずるご相談は 




!(ナソニック総合お客様ヴポートサイト 


http://panasonic.co.ip/cs/ 


パナソニックお客様ご相談センター 

36已曰受付9日寺〜吕〇日寺 

ミ立". 舟 g 0120 -878-365 

む.’,"開 ※携帯電話. PHS からをご利用に 
なれます。 


音声ガイダンスを短くするには、案内が聞こえた日電話機 

ボタンの「87_|と「130な」を巧してください。 

(番号を巧してち案内が続く場合は、 「 WJ ボタンを巧し 
てか5操作して < ださい。） 


■上記ま号びご利用いただけない場合 06 - 6907-1187 
■ FAX フリーダイヤル ^ 0120 - 878-236 

Help desk for foreign residents in Japan 
Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 
0pen:9:00 -17:30 

(closed on Saturdays/Sundays/national holidays) 
※上記の内容は、予告なく変更する場合びありまず。 
ご了承ください。 


パナソニック^|理ヴービスヴイト 

http://club.panasonic.jp/repair/ 

インターネットでのご巧頼ち可能です。 


パナソニック修理ご 相談窓 □ 
電話 

フ U- 
ダイヤル 

なれます。 

•上記霞話番号びご利用いただけない場含は、 
各地域の r 修里こ墙浆客口」におかけください。 


函 0120 -878-554 

關誦 も※携帯電話- PHS からをご利用に 


ご使巧の回線 （ IP 電話がひかり電話など）によっては、回線の混雑時に数分で切れる場合びあります。 
本書の r 保証とアフターサービス」もご覧ください。 


愛情点検 

長年ご馆巧のホームシアターオーデイオシステムの点検を！ 

の 

こんな症げは 
お D ませんか 

•煙が出た0、異常なにおいや音がする 
.映像 や音声が出ないことがある 
•内部に水や異物が入った 
•本体に変おや破損した部分がある 
•その他の異常や故障がある 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、 
電源を切り、コンセントか 
ら電源プラグを抜いて、 
必ず販売店に点検をご旧 
談< ださい。 



パナソニック株式会社 
AVC ネットワークス社 

〒己71 —8已日4大阪府門真市松生町1番1己号 
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